




The New Hispano-Moroccan Encounter in the 20th Century: ‘Friendly Moors' and/or’ Bad Moors'?















抗するスペイン :ムハンマドからビン・ラディンまで』César Vidal, España frente al Islam: de 






















































理事長、España en África（CCHM機関誌）, IV-1906）／「原住民の前で我々が知的であることを示さなけ
ればならないのであります」（第1回アフリカ大会言語分科会）／「モロッコ人の間に親近の情をつくり、
平和的･合法的な手段でスペインの影響力を広げてゆく」（セウタのCCHMの1907年の年頭報告, Boletín del 
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ロッコを放棄する意図を持っていません







れがベイグベデールのすべてだ。これは第2のローレンスだ！」］（L'Afrique Française, III, Ⅳ -1937; La 


































































































下）、同上、第41, 43, 44号, 2004-2005年.
